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Ⅰ．学校評価（自己点検・自己評価）の取り組みについて 

平成１９年の学校教育法及び同法施行規則の改正により、専修学校においても、平成２０年度から自己点検・自己評価が義務付けられま 

  した。 

本校では、同法の主旨によりここに平成２１年度の自己点検・自己評価の結果を公表いたしますので、本校における教育サービスの現状 

  をご理解いただきますようお願いいたします。 

 

 

Ⅱ．沿革と学校の特色について 

１．沿革 
本校の設立母体である呉竹学園は、大正１５年設立以来、８０年以上にわたり一貫として優秀なはり師、きゅう師、あん摩マッサージ 

 指圧師、柔道整復師の教育に専念しております。 

本校は、その呉竹学園が設置する３校目の学校として、平成２１年４月に埼玉県大宮に開設いたしました。 
設立のコンセプトは、① 郊外型の学校のようなおおらかな学習環境を持った都会のキャンパスの設置。② 診療所を併設し、東洋医療 

     と西洋医療の有機的融合を図り、患者本位の医療サービスの提供。③ 診療所や施術所の運営から得られたノウハウを学校教育の場にフ 

     ィードバックし、新しい形の東洋医療教育を実現することであります。 

 

２．学校の特色 
   本校の特色は、① 最新の医学教育の理論と手法を導入したカリキュラム。② 社会のニーズに呼応した実践的カリキュラム。③卒前・  

     卒後臨床研修の充実。④ 医療施設を附設し、東西医療の交流を図りその実践を教育にフィードバックを行うことであります。 

   特色の中で在学中の教育面では、医療を実施する上で必要な人体の構造や機能を理解し、それを基礎とした臨床医学、専門分野におけ 

 る医学の学習を通じて、専門的技術の実践ができる完成された医療人を育成できるように、体系化されたプログラムを用意し、教育に 

 あたっております。 

附設した医療施設では、内科・漢方内科・整形外科・リハビリテーション科・皮膚科・美容皮膚科・婦人科を設置。特に、鍼灸マッサージ、 

     柔道整復に関連した診療科を設置して、卒前の見学実習並びに卒後臨床研修の施設として利用するほか、最新の高度検査機器を設置して近隣 

     のコミュニティーに対する医療面での貢献をしております。 

 

 

Ⅲ．自己点検・自己評価の結果について 

１．教育理念、教育目標、教育方針及び育成人材像に関する自己点検・自己評価の結果 
（１） 教育理念 

     本校の教育理念は、医の東西を問わず豊かな知識と技術を備え、全人的医療を施すことのできる医療人を育成することであります。 

 

（２） 教育・学習目標 

   全人的医療を施すことができる医療人を育成するために、卒前・卒後を一貫した教育体系として捉え、教育施設並びに附設する医療 

      施設を有機的に活用しながら、東西医療への理解を深めると同時に医療実践能力を修得する完結的教育を施してまいります。 

     また、知識・技術の修得と併せて人格形成の教育にも力を注いでまいります。 

 

 （３）教育方針及び育成人材像 

① 責任ある規律正しい生活ができるとともに、豊かな人間性を有し医療の現場において病める人々に、慈しみと共感を持って接する 

ことができる、将来の医療人としてふさわしい学生を育ててまいります。 

② ３年間の教育で基礎分野の学習と専門基礎分野、専門分野の学習を適切に配分、教養及び基礎医学知識並びに専門知識を身につけ 

た学生を育ててまいります。 

③ 医療を実施する根拠となる理論に裏付された実践教育を行い、医療を通じて社会に貢献できる学生を育ててまいります。 

  

２．教育活動に関する自己点検・自己評価の結果 
（１）カリキュラム 

   本校では、教育目標を達成するために、建学の理念として掲げている「非完結型の専門教育から脱却した卒前・卒後の継続教育」を 

行うカリキュラムを策定しております。 

     カリキュラムは、養成施設認定規則及び指定規則に基づき、適正な時間割を作成し運営を行っております。 

   また、定期的に適正な見直しも行っております。 
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（２）教育と評価 

    本校では、年間授業計画（シラバス）作成し、その内容に沿って授業を進めております。       

成績評価・単位認定については、学則及び教務規定により、オリエンテーション等での説明を通じて明確にしており、学生にも十分 

 周知されております。 

        履修免除については、履修免除認定制度の申請手続きにより、基礎分野の科目について単位互換を行って教育効果を図っております。 

     また、本校では、選択必修及び選択科目履修申請手続きにより、必修の授業以外にも選択必修科目を設けて、学生の興味にあった理論 

     と実技の体得をめざし、さらに実力アップのための選択科目の導入を図り、教育カリキュラムの充実を行っております。 

        授業内容の評価については、科目毎に授業内容の評価（アンケート調査）を実施して授業の改善に努めております。 

      教科書・教材などの見直しも定期的に行っており、補助教材・副読本等の導入も図っております。 

 

  （３）実技授業と臨床実習 

     本校では、臨床実習には特に力を入れており、医療施設との東洋医療と西洋医療の有機的融合を図りながら、卒後すぐに役立つ臨床 

       を目指しております。 

 

   （４）教員 

     本校では、人事考課規程に基づき、定期的に業績考課を行っております。 

     教員の専門性を向上させる研修を行ったり、大学の医学部解剖学教室等に派遣研修を行って資質の向上を図っております。 

 

 （５）国家試験 

     本校では、２年後の国家試験受験に向けて、国家試験対策委員会規定に基づき組織的・体系的な指導を行って合格率１００％を目指して 

まいることといたします。 

 

  （６）その他の教育活動 

      本校では、学校協会等において実施する学術大会で、学生が研究発表する事柄について教員が懇切丁寧に指導を行ってまいります。 

 

３．教育効果に関する自己点検・自己評価の結果 
  （１）国家資格取得率の向上及び取得者数とその推移に関する情報の把握 

     本校では、国家試験対策委員会規定に基づき組織的・体系的な指導を行って合格率１００％を目指すとともに、今後取得者数とその推移 

などについても情報の把握に努めてまいることといたします。 

 

  （２）就職率の向上 

     本校では、卒業年度において就職説明会等を実施して学生支援に万全を期することにいたします。 

 

  （３）学生指導と退学率の低減 

     本校では、クラス担任や指導教員により、問題を抱える学生を早期に発見し、休退学に至るのを防ぐよりきめ細かい指導を行って退学率 

        の低減に努めてまいります。 

 

   （４）卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価の把握 

     本学園では、毎年呉竹学園３校による呉竹医学会を実施して、卒業生、在校生、教職員からの研究成果の発表の場を設け、研究・研修の 

充実を図っております。 

         なお、本校は、平成２１年度においてはまだ卒業生を輩出しておりませんが、卒業生の社会的な活躍の状況把握について、今後卒後アン 

        ケ―ト調査を実施して実態の把握など体制の充実に努めてまいります。 

 

４．学生の支援に関する自己点検・自己評価の結果 
 （１）学生の就職・進学指導体制 

      本校では、求人情報を公開するとともに、学生の就職活動の支援を行っております。 

 
  （２）学生の経済的な面を支援する制度 

     本校では、各種奨学金制度の窓口になり、その活用に全面的支援を行っているとともに、学業優秀者に対する呉竹学園独自の学費 

       一部免除制度も導入し、学生の支援も行っております。 

 

（３）学生の健康管理 

        本校では、学生健康管理規定及び学校保健法に基づき、年一度の健康診断と日常学校医による健康管理を行っております。 

 

５．教育環境に関する自己点検・自己評価の結果 
   施設・設備及びメンテナンス体制については、本校は、平成２１年３月に建物が完成しており、特に問題もなく学校運営はできてお 

     ります。また、防災に対する体制についても、消防計画等に基づき、医療施設との合同消防訓練も実施して万全を期しております。 

       学外実習については、卒前・卒後臨床実習実施要領に基づき実施しております。 

     海外研修については、現在、呉竹学園３校の学生が参加できる上海中医薬大学との研修交流を行っております。 
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６．学生の募集と受け入れに関する自己点検・自己評価の結果 
（１） 学生募集活動 

         本校では、ＷＥＢサイト、ポスター、チラシ、新聞広告、車内広告、看板、地域に密着した広報媒体の活用などや関係業団体にも 

協力を得て、学生募集を幅広く実施しております。また、学校訪問も積極的に実施し、受験希望者や進路担当の先生に対して直接説 

明を行っております。さらに、平成２１年度は高校生にターゲットを絞り、適切な媒体を採用するなどターゲットを重視した広報活動

に順次移行してまいりましたが、資料請求数に対し直接受験には結びつくことができませんでした。 

         このため、今後はさらに①資料請求者を増加させる。②学校説明会参加者や個別説明会参加者を増やすことが急務と思われますので、

鋭意検討してまいります。 

 
 （２）受験状況 

       本校では、平成２１年度からは、ＡＯ入試と鍼灸マッサージ科３校共通入試を実施して幅広い入試選考を行いましたが、鍼灸マッサージ科 

    を除いては非常に厳しい受験結果となりました。今後は、大宮校設立のコンセプトなどを理解してもらうとともに、学生募集と活動に力を入 

       れていります。 
 

（３） 学校説明会・見学会 

      本校では、志望者及び保護者等に対して、カリキュラムの説明、実技体験、模擬授業、施設見学、個別指導を実施、有意義な説明会 

 ・見学会になるように努めております。 

 

（４）入学試験委員会 

   本校では、入学試験にあたって入学試験委員会規定に基づき、公正な試験及び入学判定を行っております。 

    

７．学校運営と財務に関する自己点検・自己評価の結果 
  （１）学校運営 

    本学園では、教育理念及び教育目標を実現するために、毎月１回の校長会を開催し、次のような学校運営に関する事項について報告 

・協議を行って運営方針を決定しております。 

［運営方針］ 

  ① 学生の主体的学習を援助し、期待される医療人として活躍ができる人格を涵養すること 

② 学生に学習の到達度目標を明確に示し、必要な知識及び技術の定着を図ること 

③  附属の臨床施設で得られたノウハウを、教育の現場にフィードバックし教示内容の充実を図ること 

          ④  附属の臨床施設等を活用し、教員の技術水準の向上を図ると共に学生の技術教育に生かすこと 

⑤ 国家試験の合格率の目標を100％とすること 

          ⑥  学内及び学外での研究の充実を図り、学科教育での学力向上に結びつく実践的な協議を積み上げ教科指導に生かすこと 

⑦  実践教育プログラムの充実と効率的実施を図ること 

    ⑧  その他  

         また、各校においても、定期的に学科長及び教職員会議を行って教職員間のコミュニケーションを図り、学校運営が円滑に行われ 

        るよう連携強化を図っているところであります。 

 

 （２）財務 

   本学園では、現時点においても財政基盤は安定しており、私立学校法における財務情報公開の体制を整備をしているところであります。 

 
８．法令等の遵守に関する自己点検・自己評価の結果 

 （１）当校におけるコンプライアンス 

    本学園では、平成１７年に個人情報保護規程を策定し、法令等を遵守する体制を構築するとともに、学園理事長への報告を通じて運 

用の適切性を検証しております。 

 

 （２）個人情報保護の対策 

    本学園では、平成１７年に個人情報方針（プライバシーポリシー）を策定し、すべての個人情報の取り扱いを厳格に定めその運用を 

行っております。 

 

 （３）自己点検・自己評価の実施  

    本校では、平成１９年の法改正により公表することが義務化されたことから、平成２１年４月開校により、自己点検・自己評価を実施する 

 とともに、平成２１年度から公表することにいたします。 

また、今後は、外部による第３者評価についても検討していく必要があると考えております。 

 

９．社会・業界への貢献に関する自己点検・自己評価の結果 

  （１）教育機関、企業・団体及び地域との連携・交流  

    本校では、今年度より地域の皆様や学校関係ＯＢの方、在校生を対象に、日常業務で活用できる内容の「公開講座」を開催いたしております。 

    さらに、今後は、関係業団体及び地域との連携・交流には積極的に出席して、よりよい関係を築き上げてまいります。 

    また、平成２１年度に「呉竹道場キッズ柔道クラブ」も立ち上げ、地域の子供を対象に柔道指導を行っております。 
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  （２）ボランティア、チャリティを通じての社会貢献 

    本学園では、東京校、横浜校の学園祭で行うチャリティマッサージなどの収益を一部社会福祉へ寄附を行ったりしております。 

    本校においても、将来学園祭を実施した場合同様な催しなどを行って社会貢献を果たすことを考えております。 

 

  （３）業界に役立つ研究・開発 

    本校では、関係業団体等が行う東洋医学推進ための研究会や会議等に積極的に参画して、業界の発展に寄与しております。 

 

 

Ⅳ．自己点検・自己評価の結果について将来の改善・改革に向けた方策 

 今後は、本校の「教育理念」に基づいて、教育目標と教育方針等を再点検し、内容の検討を行ってまいります。 

 また、外部による第３者評価に向けて自己点検・自己評価の充実に努めてまいります。 

 

 

  本校における自己点検・自己評価の詳細については、本校内で「自己点検・自己評価報告書」において公開をしております。 

  なお、本学園の情報公開規程及び個人情報保護規程により、一部公開できないものもありますのでご了承下さい。 

閲覧ご希望の方は、来校日時を予約の上ご来校下さい。 


